
北
の
国
・
森
林
づ
く
り
技
術
交

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

釧
路
湿
原
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー

流
発
表
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内

一
月
三
十
・
三
十
一
日
、
北
海

北
海
道
森
林
管
理

道
立
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー(

か
で

局
で
は
、
国
民
の
皆

当
ふ
れ
あ
い

る
２･

７)

で
、
北
海
道
森
林
管
理

様
に
国
有
林
の
役
割

セ

ン

タ

ー

で

局
管
内
の
森
林
管
理
署
、
北
海
道

や
現
状
に
つ
い
て
、

は
、
雷
別
地
区

の
各
振
興
局
、
高
等
学
校
、
林
業

ご
理
解
い
た
だ
く
と

自
然
再
生
事
業

関
係
の
研
究
機
関
等
が
参
加
し
、

と
も
に
、
国
有
林
野

の
実
施
状
況
や

森
林
・
林
業
に
関
す
る
発
表
会
が

の
管
理
経
営
に
国
民

森
林
環
境
教
育

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

の
皆
様
の
声
を
反
映

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

当
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
か
ら

さ
せ
て
い
く
こ
と
を

ア
支
援
等
の
活

は
、
「
組
織
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向

目
的
と
し
て
、
平
成

動
に
つ
い
て
お

上
を
目
指
し
て
～
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

二
十
六
・
二
十
七
年

知
ら
せ
す
る
、

を
活
用
し
て
～
」
と
題
し
て
、
ホ

度
の
国
有
林
モ
ニ
タ

広
報
誌
「
飛
鶴

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ツ
ー
ル
と
し
た
イ

ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

(

ひ
か
く)

の
森

ベ
ン
ト
の
予
告
や
実
施
結
果
の
掲

＊
応
募
資
格

林
か
ら
」
の
掲

載
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
状
況
を
報

北
海
道
に
お
住
ま
い
の
国
有
林
に
関
心
の
あ
る

載
を
始
め
と
し

告
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
課
題

満
二
十
歳
以
上
（
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
現

て
、
イ
ベ
ン
ト

を
発
表
し
ま
し
た
。

在
）
の
方
。
但
し
、
国
会
及
び
地
方
議
会
の
議

の
予
定
や
釧
路

ま
た
、
根
釧
西
部
森
林
管
理
署

員
、
地
方
公
共
団
体
の
長
、
常
勤
の
国
家
公
務

湿
原
自
然
再
生
協
議
会
森
林
再
生
小
委
員
会
で

か
ら
は
、
「
小
面
積
皆
伐
試
験
地

員
、
元
国
有
林
野
事
業
職
員
、
森
林
・
林
業
担
当

の
論
議
の
状
況
に
つ
い
て
掲
載
し
て
お
り
ま

の
設
計
・
研
究
と
新
た
な
官
学
連

の
自
治
体
職
員
、
平
成
二
十
四
・
二
十
五
年
度
の

す
。

携
の
可
能
性
」
と
題
し
て
、
カ
ラ

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
で
あ
っ
た
方
は
除
か
せ
て
頂
き

ア
ド
レ
ス
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
ツ
更
新
に
お
け
る
小
面
積
皆
伐

ま
す
。（
募
集
人
員
・
四
十
八
名
）

是
非
、
ご
覧
下
さ
い
。

の
も
た
ら
す
効
果
を
光
環
境
等
多

＊
応
募
期
限

h
tt
p
:
/
/
w
w
w
.
ri
n
y
a
.
m
a
ff
.g
o
.
j
p
/
h
ok
ka
i
d

面
的
に
検
証
す
る
試
験
地
を
設
定

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日
（
金
）
必
着

o
/
k
u
s
i
ro
_
f
c
/
i
n
de
x
.
h
t
m
l

し
、
大
学
と
共
同
で
研
究
プ
ロ
ジ

＊
応
募
方
法
、
依
頼
期
間
、
依
頼
内
容
等

ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
試
験

左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

地
概
要
と
今
年
度
の
調
査
結
果
を

報
告
し
ま
し
た
。

＊
北
海
道
森
林
管
理
局
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

審
査
の
結
果
、
根
釧
西
部
森
林

ht
t
p
:
/
/
w
w
w
.r
i
n
y
a
.
m
af
f.
g
o
.
j
p
/
ho
kk
a
i
d
o

管
理
署
の
発
表
が
高
い
評
価
を
得

/
a
p
p
ly
/
p
u
b
l
i
c
sa
l
e
/
t
y
o
u
s
ei
/
m
o
n
i
t
o
r
.h
t
m
l

て
、
見
事
「
優
秀
賞
」
を
獲
得
し

＊
お
問
い
合
わ
せ
先

ま
し
た
。

林
野
庁

北
海
道
森
林
管
理
局

企
画
課

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
常
の
業

福
浦
・
安
藤

務
に
つ
い
て
常
に
創
意
工
夫
を
も

【
電

話
】
０
１
１
の
６
２
２
の
５
２
２
８

っ
て
取
り
組
み
、
来
年
の
発
表
に

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
０
１
１
の
６
２
２
の
５
１
９
４

繋
げ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

【E
-
M
a
i
l

】h
_
k
i
k
a
k
u
@r
i
n
y
a
.
m
a
ff
.
g
o
.
j
p

▽ 素材生産現場視察の様子
（2011年 根釧西部署管内）

「
雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
」
会
員
募
集

「
雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
」
で
は
、
自
然
再
生
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
行
う
会
員
を
随
時
、
募
集
し
て
い
ま
す
。

年
会
費
等
は
不
要
で
す
が
、
活
動
す
る
に
当
た
り
、
傷
害

保
険
へ
ご
加
入
い
た
だ
く
た
め
、
そ
の
費
用
が
必
要
で
す
。

詳
細
は
、
当
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
で
、
お
問
合
せ
下
さ
い
。

２
月
の
予
定

①

２
月
１
９
日
（
水
）
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
庁
舎
周
辺

第
５
回

雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部

発行日
2014年１月31日 第83号
林野庁 北海道森林管理局
釧路湿原森林ふれあい推進センター
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釧
路
ふ
れ
セ
ン
所
長
の
「
ぶ
ら
り
探
訪
」

起
点
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
戻
っ
て
来
ま
し
た
。
ロ

に
向
か
い

第
２
回

釧
路
そ
の
２

ー
タ
リ
ー
の
脇
に
は
、
旧
日
銀
釧
路
支
店
が
残
っ

ま
し
た
。

米
町
展
望
台
に

て
い
ま
す
。
新
店
舗
は
、
平
成
二
十
五
年
五
月
に

と
こ
ろ

立
ち
寄
り
ま
し

幸
町
に
移
転
し
ま
し
た
。
こ
の
旧
支
店
は
、
主
に

で
、
幣
舞

た
。
展
望
台
だ
け

大
正
か
ら
戦
前
に
か
け
て
、
日
本
の
銀
行
建
築
を

橋
の
す
ぐ

あ
っ
て
、
こ
こ
は

リ
ー
ド
し
た
、
建
築
家
西
村
好
時
氏
の
珍
し
い
戦

北

に

は

釧
路
市
街
が
一
望

後
の
作
品
で
す
。
ま
だ
、
東
京
の
丸
の
内
や
大
手

「
北
大
通

に
で
き
る
絶
景
の

町
に
高
層
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
な
か
っ
た
こ
ろ
、
旧

２
」
の
標

地
で
す
。

第
一
銀
行
本
店(

現
存
せ
ず)

を
見
た
と
き
、
そ
の

識
が
あ
り

次
に
、
米
町
展

威
容
に
感
動
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
氏
の
初
期

「
北
大
通

望
台
の
あ
る
米
町

の
作
品
で
あ
る
旧
第
一
銀
行
熊
本
支
店
（
大
正
八

一
丁
目
」

公
園
の
前
の
「
米

年
築
、
現
存
）
を
見
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
ど
こ
な

町
本
通
」
を
「
南

が
、
伝
統
的
な
様
式
建
築
か
ら
脱
却
し
、
デ
ィ
ー

の
か
不
思

大
通
り
」
に
下
っ

テ
イ
ル
の
随
所
に
幾
何
学
的
模
様
を
あ
し
ら
っ
た

議

に

思

て
行
き
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
は
ま
さ
に
大
正
建
築
。
そ
の
一
方
、
建

い
、
幣
舞

こ
こ
は
両
側
と
も

物
全
体
と
し
て
は
均
整
の
取
れ
た
端
正
な
作
り
。

橋
の
た
も

に
街
路
樹
は
ハ
ル

そ
の
素
晴
ら
し
さ
は
百
年
近
く
経
過
し
た
今
で
も

と
に
あ
る

ニ
レ
で
す
。

余
す
と
こ
ろ
な
く
留
め
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
旧

「
幣
舞
観

再
び
「
南
大
通

日
銀
釧
路
支
店
は
、
フ
ァ
ザ
ー
ド
（
建
物
の
正
面

光
ガ
イ
ド

り
」
に
戻
り
、
右

の
デ
ザ
イ
ン
）
が
よ
り
平
面
的
で
装
飾
的
意
匠
は

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
「
こ
の
建

折
し
て
「
波
止
場

省
か
れ
て
い
ま
す
が
、
銀
行
建
築
と
し
て
の
重
厚

物
と
そ
の
周
り
の
僅
か
な
土
地
が
、
一
丁
目
な
ん

通
り
」
に
。
こ
こ

感
は
変
わ
ら
ず
、
戦
後
の
銀
行
建
築
の
ス
タ
イ
ル

で
す
よ
。
隣
接
す
る
錦
町
一
丁
目
は
な
く
な
っ
て

の
街
路
樹
は
ヤ
チ

は
か
く
あ
る
べ
し
、
と
訴
え
か
け
て
い
る
よ
う
な

し
ま
っ
た
ん
で
す
。
」
と
親
切
に
教
え
て
下
さ
い

ダ
モ
で
す
。

気
が
し
ま
す
。
こ
の
白
亜
の
建
物
の
出
現
に
当
時

ま
し
た
。

の
釧
路
市
民
は
さ
ぞ
か
し
輝
か
し
く
、
ま
た
、
誇

カ
メ
ラ
片
手
に
一
日
中
、
釧
路
の
街
路
樹
と
歴

ら
し
く
思
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

史
を
訪
ね
て
歩
き
回
り
ま
し
た
。
釧
路
の
街
路
樹

幣
舞
橋
を
渡
っ
て
「
北
大
通
」
を
釧
路
駅
方
面

は
、
ほ
ん
の
僅
か
に
国
外
外
来
種
が
み
ら
れ
ま
す

が
、
ほ
と
ん
ど
が
在
来
種
で

あ
る
こ
と
が
、
つ
ぶ
さ
に
歩

い
て
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
大
変
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

す
し
、
釧
路
市
民
は
大
い
に

自
慢
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
街
で
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
植
物
図

鑑
を
片
手
に
歩
い
て
み
る

と
、
住
み
慣
れ
た
街
で
も
、

新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

▽ 米町展望台からの眺望

（遠くの製紙工場も見渡せます）▽ ハルニレ（米町本通）▽ ハルニレの葉（米町本通）

▽ 旧日銀釧路支店（ロータリー付近）

▽ ヤチダモ（波止場通り）

▽ この辺りが１丁目とのこと

旧日銀釧路支店

ガイドステーション

米町展望台

米町本通

波止場通
（弥生宮本通）

釧路埼灯台

▽ 位 置 図
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